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―
国
や
地
方
自
治
体
が
働
く
貧
困
層
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
こ
と
、
い

わ
ゆ
る
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

問
題
へ
の
対
処
と
し
て
、
地
方
自
治
体
で
は
、
新
た
な
非
正
規
公
務
員
制

度
（
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
）
が
二
〇
二
〇
年
四
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

労
働
組
合
や
弁
護
士
と
一
緒
に
北
海
道
で
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
問
題
の

調
査
・
研
究
を
続
け
て
い
る
川
村
雅
則
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、「
第
三
回
な
く
そ
う
！
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
北
海
道
集
会
」
を
二
〇
一
九
年
八
月
二
〇
日
に
開
催
し
、そ
の
「
記

録
」
を
年
末
に
発
行
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
記
録
に
収
録
し
た
集
会
当
日

の
私
の
報
告
に
基
づ
き
な
が
ら
話
を
進
め
て
い
き
ま
す
（
注
１
）。

　

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
問
題
は
二
つ
の
部
門
で
生
み
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
つ
は
、
自
治
体
に
よ
る
直
接
雇
用
（
任
用
）
の
部
門
で
、
特

別
職
非
常
勤
職
員
、
一
般
職
非
常
勤
職
員
、
臨
時
的
任
用
職
員
（
以
下
、

ま
と
め
て
臨
時
・
非
常
勤
職
員
）
な
ど
と
呼
ば
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
非
正
規

公
務
員
で
す
（
表
１
）。
正
職
員
の
よ
う
な
厳
格
な
人
数
把
握
の
制
度

が
な
い
の
で
す
が
、
総
務
省
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
六
年
四
月

自
治
体
で
拡
大
・
深
化
す
る
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
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一
日
現
在
で
六
四
万
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。
一
〇
年
前
か
ら

お
よ
そ
二
〇
万
人
増
加
し
て
い
ま
す
。
な
お
全
体
の
お
よ
そ
四
分
の
三

（
四
八
万
人
強
）
は
女
性
で
す
。

　

も
っ
と
も
総
務
省
の
こ
の
調
査
で
は
、
短
期
間
・
短
時
間
勤
務
者
や

四
月
二
日
以
降
に
雇
わ
れ
た
職
員
は
除
か
れ
て
お
り
、
労
働
組
合
に
よ

る
調
査
で
は
、
実
際
に
は
七
〇
万
人
を
超
え
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
総
務
省
調
査
で
も
、
都
道
府
県
を
除
く
市
区
町
村
で
は
お
よ
そ
三

人
に
一
人
が
非
正
規
と
い
う
割
合
で
す
。
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
い
う
言

葉
の
と
お
り
、
年
収
は
多
く
が
二
〇
〇
万
円
未
満
と
各
種
調
査
で
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

職
種
は
様
々
で
、
総
務
省
に
よ
る
分
類
で
代
表
的
な
職
種
と
人
数

を
あ
げ
て
お
く
と
、
事
務
補
助
職
員
一
〇
万
八
九
二
人
、
教
員
・
講

師
九
万
二
四
九
四
人
、
保
育
所
保
育
士
六
万
三
二
六
七
人
、
給
食
調

地方自治体における
官製ワーキングプア問題と、
労働組合に期待される取り組み
現場からの働き方改革を起点にした社会的労働運動の実践

１　
「
記
録
」
を
含
む
調
査
・
研
究
成
果
は
、
私
の
研
究
室
や
私
が
主
査
を
つ
と
め
る

研
究
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

川
村
雅
則
研
究
室
（
北
海
学
園
大
学
）

http://w
w

w
.econ.hokkai-s-u.ac.jp/~m

asanori/index

公
益
社
団
法
人 
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所 

非
正
規
公
務
労
働
問
題
研
究
会

http://w
w

w
.hokkaido-jichiken.jp/04/kenkyu_hiseiki.htm
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理
員
三
万
七
九
八
五
人
、
図
書
館

職
員
一
万
六
四
八
四
人
、
看
護
師

一
万
六
一
六
七
人
、
清
掃
作
業
員

七
五
四
一
人
、
消
費
生
活
相
談
員

二
二
〇
三
人
な
ど
で
す
。

抑
制
さ
れ
て
き
た
公
務
員
増
と
、
行

政
改
革
に
よ
る
削
減

　

も
と
も
と
日
本
は
、
世
間
に
流
布

さ
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、

人
口
当
た
り
の
公
務
員
数
は
非
常
に

少
な
い
国
で
す
（
内
閣
官
房
調
べ
）（
注

２
）。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
か
ら
の
地

方
行
政
改
革
で
「
自
治
体
職
員
の
定

員
の
適
正
化
」
が
繰
り
返
し
求
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
総
務
省
「
地
方
公

共
団
体
定
員
管
理
調
査
」
に
よ
れ

ば
、
正
職
員
数
は
一
九
九
四
年
の
約

特別職非常勤職員

地方公務員法第 3 条第 3 項第 3 号に規定する臨時又

は非常勤の顧問、参与、調査員、嘱託員若しくはこ

れらの者に準ずる者として任用されている者

21 万 6 千人

一般職非常勤職員
一般職として期限付任用されている者（一般的に地

方公務員法第 17 条に基づく任用とされている者） 
16 万 7 千人

臨時的任用職員
地方公務員法第 22 条第 2 項又は第 5 項に基づき臨時

的任用されている者
26 万人

総務省による。人数（概数）は、2016 年 4 月 1 日現在。（出所）

表１　自治体臨時・非常勤職員の名称、任用根拠および人数（概数）

図１　地方公共団体における正職員数及び臨時・非常勤職員数の推移
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三
二
八
・
二
万
人
を
ピ
ー
ク
に
五
五
万
人
が
減
少
し
、
二
〇
一
八
年
に

は
約
二
七
三
・
七
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
四
年
一
二
月
二
四

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
今
後
の
行
政
改
革
の
方
針
」
を
ふ
ま
え
て
小

泉
内
閣
期
に
発
出
さ
れ
た
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
改
革
の
推

進
の
た
め
の
新
た
な
指
針
（
二
〇
〇
五
年
三
月
二
九
日
）」
を
起
点
と
す

る
二
〇
〇
五
～
二
〇
一
〇
年
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
じ
つ
に
約

二
三
万
人
も
の
職
員
が
減
っ
て
い
ま
す
。

　

他
方
で
、
住
民
か
ら
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
需
要
は
増
加
・
多
様
化
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
自
治
体
財
政
は
逼
迫
し
て
い
ま
す
。
三
位
一
体
改

革
な
ど
、
地
方
へ
の
富
の
分
配
の
切
り
詰
め
が
、
事
態
に
拍
車
を
か
け

て
き
ま
し
た
。
正
職
員
削
減
の
圧
力
と
一
方
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
需
要

増
、
そ
し
て
、
財
政
の
逼
迫
と
い
う
条
件
下
で
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の

活
用
が
選
択
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

公
共
民
間
部
門
に
お
け
る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
発
生

　

と
こ
ろ
で
自
治
体
の
仕
事
は
公
務
員
だ
け
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
建
設
工
事
（
公
共
工
事
）
や
委
託
業
務
、
公
の

施
設
の
管
理
運
営
（
指
定
管
理
者
）
な
ど
、
民
間
事
業
者
・
労
働
者
が

不
可
欠
で
す
。
行
政
改
革
の
推
進
は
、
自
治
体
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
を
促
し
、
か
つ
、
過
度
な
価
格
競
争
入
札
を
通
じ
て
、
こ
の
公
共

民
間
部
門
で
の
働
く
貧
困
層
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ス
ト
削
減
は
、
働
く
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
の
切

り
下
げ
を
不
可
避
と
し
ま
す
が
、「
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
を

う
た
う
地
方
自
治
法
が
そ
の
こ
と
を
等
閑
視
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

官
製
市
場
の
民
間
開
放
を
企
図
す
る
動
き
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
（N

ew
 Public 

M
anagem

nt

）
理
論
に
基
づ
く
行
政
経
営
手
法
が
改
革
（
行
政
改
革
、
官

製
市
場
改
革
）
に
拍
車
を
か
け
ま
し
た
（
注
３
）。

　

一
例
を
あ
げ
る
と
、
二
〇
〇
三
年
地
方
自
治
法
の
一
部
改
定
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
た
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
た
施
設
は
、
二
〇
一
八

２　

そ
の
事
実
と
背
景
を
つ
ぶ
さ
に
ま
と
め
た
前
田
（
二
〇
一
四
）
は
、
少
な
く
と
も

一
九
六
〇
年
代
後
半
に
は
人
口
比
で
公
務
員
数
の
増
加
傾
向
が
ほ
と
ん
ど
消
滅
し

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
経
済
発
展
の
か
く
も
早
い
段

階
で
行
政
改
革
が
開
始
さ
れ
、
結
果
と
し
て
公
務
員
数
が
少
な
く
な
っ
た
理
由
と

し
て
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
制
度
に
注
目
を
し
て
い
ま
す
。
労
働
基
本
権

の
代
償
措
置
と
説
明
さ
れ
公
務
員
の
給
与
を
保
護
す
る
こ
の
制
度
が
逆
に
、
公
務

員
数
の
抑
制
を
促
し
た
と
い
う
の
で
す
。
今
後
の
公
務
員
制
度
や
公
務
部
門
の
規

模
の
あ
り
か
た
を
考
え
る
う
え
で
、
留
意
す
べ
き
点
で
す
。

３　

民
間
委
託
等
の
導
入
状
況
は
、
総
務
省
調
査
（「
地
方
行
政
サ
ー
ビ
ス
改
革
の
取

組
状
況
等
に
関
す
る
調
査
」）
結
果
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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や
上
林
陽
治
氏
（
公
益
財
団
法
人
地
方
自
治
総
合
研
究
所
研
究
員
）
の
仕
事

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
民
間
労
働
者
と
公
務
員
（
非
正
規
公
務
員
を
含

む
）
の
法
適
用
関
係
が
整
理
さ
れ
た
表
２
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
み
て

い
き
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
公
務
員
は
労
働
基
本
権
を
制
約
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
代
わ
り
に
、
地
方
公
務
員
法
や
人
事
院
勧
告
制
度
な
ど
に
よ
っ
て
そ

の
身
分
や
給
与
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
労
働
組
合
（
職
員
団
体
）
に
よ
っ

て
労
働
条
件
の
改
善
が
図
ら
れ
て
も
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
非
正
規
公
務
員
は
こ
う
し
た
法
制
度
的
な
裏
づ
け
が
な

い
。
名
称
こ
そ
分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
仕
事
上
の
違
い
は
明
確
で
は

な
く
、
法
が
予
定
し
て
い
る
内
容
と
も
乖
離
し
て
い
ま
し
た
。
臨
時
職

員
が
恒
常
的
に
任
用
さ
れ
、
地
方
公
務
員
法
の
適
用
を
受
け
ず
労
働
基

本
権
が
フ
ル
適
用
さ
れ
る
特
別
職
非
常
勤
職
員
が
二
〇
万
人
を
超
え
る

事
態
で
す
。
公
務
部
門
で
は
、
任
期
の
定
め
の
な
い
常
勤
職
員
が
前
提

と
さ
れ
る
な
か
で
、
身
分
保
障
も
な
く
六
ヶ
月
や
一
年
の
任
用
を
繰
り

返
し
働
く
非
正
規
公
務
員
が
基
幹
的
業
務
を
担
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。

　

民
間
部
門
に
お
け
る
非
正
規
雇
用
制
度
と
比
較
し
た
と
き
に
彼
ら
の

無
権
利
性
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
先
に
述
べ
た
、
非

年
四
月
一
日
現
在
、
全
国
で
お
よ
そ
七
万
六
〇
〇
〇
件
に
及
び
ま

す
。
法
改
定
の
ね
ら
い
は
、「
公
の
施
設
の
管
理
に
民
間
の
能
力
を
活

用
し
つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
経
費
の
節

減
等
を
図
る
こ
と
」
と
説
明
さ
れ
ま
す
が
、
私
の
住
む
札
幌
市
で
は
、

四
〇
〇
件
を
超
え
る
施
設
で
働
く
職
員
全
体
の
三
分
の
二
は
非
正
規
雇

用
で
、
時
間
当
た
り
平
均
賃
金
（
賞
与
や
諸
手
当
を
除
く
い
わ
ゆ
る
基
本
給

を
基
礎
に
算
出
）
は
、
正
規
雇
用
者
で
も
一
四
六
五
円
、
非
正
規
雇
用

者
に
限
る
と
九
六
七
円
と
い
う
水
準
に
と
ど
ま
り
ま
す
（
札
幌
市
調
べ
、

二
〇
一
七
年
四
月
一
日
現
在
）。

―
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
生
み
出
さ
れ
る
全
体
像
が
分
か
り
ま
し
た
。

後
述
の
新
制
度
と
の
関
係
で
、
現
行
の
非
正
規
公
務
員
制
度
の
こ
と
を
お

聞
き
し
ま
す
。
彼
ら
が
「
法
の
狭
間
に
落
ち
た
存
在
」
と
も
言
わ
れ
る
の

は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

非
正
規
公
務
員
制
度
は
非
常
に
複
雑
で
す
。
詳
細
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
研
究
会
（（
以
下
、
研
究
会
）
理
事
長
：
白
石
孝
氏
）

法
の
狭
間
に
落
ち
た
非
正
規
公
務
員
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現
業
で
一
般
職
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
象
徴
さ
れ
る
、
労
働
基
本
権

の
制
約
で
す
。
弱
い
立
場
に
お
と
し
め
ら
れ
な
が
ら
、
問
題
を
自
ら
解

決
す
る
手
も
縛
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
で
あ
れ
ば
、
事
実
上
の
無
期
雇
用
状
態
や
期
待
権
の
存

在
な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
雇
い
止
め
を
撤
回
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

解
雇
権
濫
用
法
理
の
類
推
適
用
と
い
う
考
え
で
、
二
〇
一
二
年
の
改
定

労
働
契
約
法
第
一
九
条
に
成
文
化
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
公
務
員
は
、

労
使
対
等
の
雇
用
関
係
で
は
な
く
、
任
命
権
者
の
意
思
が
優
先
さ
れ
る

公
法
上
の
任
用
関
係
に
あ
る
、
と
い
う
法
解
釈
が
支
配
的
で
あ
る
（
注

４
）
た
め
、
非
正
規
公
務
員
が
雇
い
止
め
に
あ
っ
て
も
、
期
待
権
の
侵

害
に
対
す
る
損
害
賠
償
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
雇
い
止
め
そ

れ
自
体
は
撤
回
さ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。
彼
ら
に
は
、
労
働
契
約
法
も
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
法
も
非
適
用
で
す
。

４　

公
務
員
の
任
用
を
め
ぐ
る
学
説
上
の
整
理
は
、
上
林
（
二
〇
一
五
）
の
「
第
八
章　

非
正
規
公
務
員
と
任
用
の
法
的
性
質
」、
西
谷
・
根
本
（
二
〇
一
一
）
中
の
城
塚

健
之
「
第
一
四
章　

公
務
員
と
労
働
契
約
法
」
な
ど
を
参
照
。

表２　地方公務員の種別ごとの労働関係法適用のあらまし

労働基本権 地公法 労基法 労
働
契
約
法

パ
ー
ト
労
働
法

団
結
権

（
労
働
協
約
締
結
権
）

団
交
権

争
議
権

人
事
委
員
会

政
治
活
動
禁
止

労
使
対
等
原
則

労
働
契
約
期
間

就
業
規
則

労
基
署
の
監
督

特別職 非常勤・臨時職員
○

（労働組合）
○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ×

一般職

現業
（臨時・非常勤職員を含む）

○
（労働組合）

△ × × × ○ △ ○ ○ × ×

非現業
（臨時・非常勤職員を含む）

△
（職員団体）

× × ○ ○ × △ × △ × ×

山下弘之氏（NPO法人官製ワーキングプア研究会理事）作成。（出所）
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い
の
ち
の
格
差

―
安
全
衛
生
を
め
ぐ
る
問
題

　

法
制
度
の
欠
落
、
つ
ぎ
は
ぎ
を
象
徴
す
る
の
が
、
非
正
規
公
務
員
の

安
全
衛
生
を
め
ぐ
る
問
題
で
す
。

　

民
間
で
い
う
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
と
同
じ
く
、
地
方
公
務
員
に

は
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
仕
事
中
の
け

が
・
病
気
や
死
亡
に
対
す
る
非
正
規
公
務
員
本
人
や
遺
族
か
ら
の
認
定

請
求
が
退
け
ら
れ
る
と
い
う
事
態
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
な
ぜ
か
。
先
の

法
は
、
対
象
と
な
る
範
囲
を
職
員
（
常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
す
る

地
方
公
務
員
）
等
と
規
定
し
、
非
常
勤
職
員
の
取
り
扱
い
は
自
治
体
に

別
途
ゆ
だ
ね
て
い
る
こ
と
や
、
条
例
が
自
治
体
で
整
備
さ
れ
て
い
て
も
、

災
害
補
償
の
請
求
権
を
本
人
や
遺
族
に
認
め
て
い
な
い
こ
と
な
ど
に
よ

り
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
い
の
ち
や
健
康
の
問
題
が
自
治
体
の
姿
勢
に
左

右
さ
れ
て
し
ま
う
。
北
九
州
市
で
非
常
勤
職
員
と
し
て
働
い
て
い
た
女

性
が
上
司
か
ら
の
パ
ワ
ハ
ラ
や
不
適
切
な
労
務
管
理
・
過
度
な
業
務
に

よ
っ
て
う
つ
病
に
罹
患
し
、
退
職
後
の
二
〇
一
五
年
に
自
死
を
さ
れ
な

が
ら
も
両
親
か
ら
の
認
定
請
求
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
そ
の
一
つ

で
す
。「
研
究
会
」
が
全
国
の
各
自
治
体
の
状
況
を
調
べ
、
問
題
を
整

理
し
て
い
る
の
で
参
照
し
て
く
だ
さ
い
（
後
に
総
務
省
が
自
治
体
に
通
知

を
出
し
て
状
況
は
改
善
）。

―
非
常
に
問
題
あ
る
状
況
が
続
い
て
き
た
の
に
対
し
て
、
二
〇
一
七
年

五
月
、「
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
二
九
年
法
律
第
二
九
号
）」が
成
立
し
、新
た
な
非
正
規
公
務
員
制
度（
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
）
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
問
題
解

決
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
か
。

　

新
制
度
の
導
入
に
向
け
た
技
術
的
な
助
言
と
い
う
性
格
で
総
務
省

か
ら
出
さ
れ
た
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
改
訂
版
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月

一
八
日
発
行
）
で
は
、「
現
状
に
お
い
て
地
方
行
政
の
重
要
な
担
い
手
」

と
な
っ
て
い
る
非
正
規
公
務
員
の
、「
適
正
な
任
用
・
勤
務
条
件
を
確

保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
般
の
改
正
を
行
う
」
こ
と
が
法

改
定
の
趣
旨
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

た
し
か
に
、
法
律
上
、
彼
ら
の
位
置
づ
け
が
明
確
に
な
り
、
ま
た
、

期
末
手
当
の
支
給
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
昇
給
・
経
験
加
算
の
設
置

も
容
認
さ
れ
ま
し
た
。
法
改
定
は
、
ず
さ
ん
な
任
用
を
告
発
す
る
現
場

か
ら
の
声
・
運
動
も
反
映
し
て
い
ま
す
し
、
改
定
法
を
活
か
し
て
労
働

条
件
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
毛
頭
あ
り
ま
せ

ん
。
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し
か
し
な
が
ら
、
基
本
的
な
制
度
設
計
で
多
く
の
問
題
を
は
ら
ん
で

い
る
こ
と
は
み
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
民
間
の
労
働
政
策
と
比

べ
た
と
き
に
明
ら
か
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
労
働
時
間
数
で
（
フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
と
で
）

異
な
る
処
遇
体
系
あ
る
い
は
差
別
的
な
待
遇
が
容
認
さ
れ
ま
し
た
。
フ

ル
タ
イ
ム
型
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
、
給
料
・
旅
費
・
手
当
が
支

給
可
能
に
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
型
に
は
、
報
酬
・
費

用
弁
償
・
期
末
手
当
の
支
給
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
し
か
も
、
週
当
た
り

の
勤
務
時
間
数
が
一
分
で
も
短
け
れ
ば
パ
ー
ト
タ
イ
ム
型
に
分
類
さ
れ

ま
す
。

　
「
目
玉
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
期
末
手
当
の
支
給
も
、
支
給
が
義
務

づ
け
ら
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
制
度
施
行
を
前
に
し
て
、
基

本
給
を
引
き
下
げ
て
期
末
手
当
の
原
資
に
あ
て
る
動
き
さ
え
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
制
度
設
計
は
一
歩
前
進
で
今
後
に
期
待
が
も
た
れ
る
、

と
こ
こ
ま
で
な
ら
言
え
る
余
地
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
有
期
雇

用
問
題
は
む
し
ろ
逆
行
で
し
ょ
う
。

逆
行
す
る
有
期
雇
用
問
題
、
期
待
権
の
剥
奪

　

周
知
の
と
お
り
、
民
間
部
門
で
は
、
労
働
契
約
法
第
一
八
条
を
根
拠

に
し
た
無
期
雇
用
転
換
が
進
ん
で
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
場
合
に
は
、
有
期
雇
用
が
厳
格
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
期
間
は
、
あ
く
ま
で
も
一
会
計
年
度
内

で
す
。
繰
り
返
し
働
く
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、
民
間
の
雇
用
更
新
と

は
異
な
り
、
新
し
い
職
に
就
く
「
再
度
の
任
用
」
だ
と
説
明
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
新
し
い
職
に
就
く
の
だ
か
ら
、
と
条
件
付
採
用
期
間
、
い

わ
ゆ
る
試
用
期
間
が
毎
年
設
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
う
え
に
、「
均
等
な

機
会
の
付
与
及
び
客
観
的
な
能
力
の
実
証
」
が
強
調
さ
れ
、
勤
務
実
績

に
基
づ
く
能
力
実
証
で
再
度
の
任
用
が
可
能
と
な
る
の
は
（
国
の
非
正

規
公
務
員
に
な
ら
っ
て
）
二
回
ま
で
と
総
務
省
は
助
言
し
て
い
ま
す
。
働

き
続
け
た
け
れ
ば
そ
の
後
は
、
新
規
の
求
職
者
と
と
も
に
公
募
に
あ
ら

た
め
て
応
募
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
任
用
が
一
般
化
す
る

で
し
ょ
う
。
雇
用
安
定
に
逆
行
す
る
極
め
て
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
こ
う
し

た
状
況
は
、
国
の
非
正
規
公
務
員
で
す
で
に
起
き
て
お
り
、
そ
れ
が
自

治
体
に
も
波
及
し
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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ま
す
。

　

札
幌
市
で
は
、
非
常
勤
職
員
の
う
ち
採
用
困
難
職
に
区
分
さ
れ
る
者

は
六
五
歳
ま
で
の
任
用
更
新
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
会
計
年
度

任
用
職
員
へ
の
移
行
に
伴
い
、
そ
の
条
件
が
認
め
ら
れ
る
の
は
現
職
に

限
ら
れ
、
新
規
に
採
用
さ
れ
た
者
は
皆
一
様
に
三
年
の
公
募
制
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
し
か
も
、
例
外
的
な
職
種
（
未
定
）
を
除
き
、
原
則
と
し
て
、

同
一
部
内
で
働
け
る
の
は
三
年
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。
先
の
総
務
省
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
も
な
い
設
定
で
、
札
幌
市
で
四
年
目
の
就
労
を
希
望
す
る

者
は
異
な
る
部
へ
の
応
募
が
必
要
と
な
り
ま
す
（
二
〇
二
〇
年
一
月
の
市

か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
）。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
保
障
と
い
う
観
点
か

ら
も
ゆ
ゆ
し
き
事
態
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
本
来
は
民
間
部
門
へ
の
模
範
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
公
務
の
分

野
で
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
放
置
し
て
お
く
の
は
問
題
で
す
。
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
取
り
組
め
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

特
別
職
非
常
勤
職
員
か
ら
の
労
働
基
本
権
の
剥
奪
、

労
働
条
件
の
低
位
標
準
化

　

以
上
に
加
え
て
、
地
方
公
務
員
法
の
適
用
が
除
外
さ
れ
て
き
た
特
別

職
非
常
勤
職
員
が
一
般
職
の
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
移
行
す
る
こ
と
に

伴
い
労
働
基
本
権
が
剥
奪
さ
れ
ま
す
（
図
２
）。
労
働
基
本
権
を
駆
使

し
て
問
題
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
労
組
に
と
っ
て
は
、
致
命
的
で

す
。
そ
の
う
え
に
、
国
の
非
正
規
職
員
の
労
働
条
件
を
基
準
と
す
る
い

わ
ば
低
位
標
準
化
で
条
件
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
動
き
が
顕
在
化
し
て
い

○適用される　×適用されない

○
特別職
約 22 万人

×
臨時的
任用

約 26 万人

×
一般職
約 17 万人

○ 特別職
「学識・経験ある人」
に厳格化

× 臨時的任用
「常勤に欠員が生じ
た場合」に厳格化

×会計年度任用職員
フルタイム
期末手当、
退職金などの対象
パート
期末手当の対象

新設

人数は 16 年 4 月現在。ガス・水道など地方公営企
業の職員は団結権・労働協約締結権がある。
「非正規公務員の労働条件、悪化？　法改正、20 万
人が基本権失う恐れ」『朝日新聞』朝刊 2017 年 6 月
26 日付

（ 注 ）

（出所）

図２　新制度下での労働組合法適用状況

求
め
ら
れ
る
、

「
お
よ
そ
民
間
で
は
あ
り
得
な
い
状
況
」
か
ら
の
脱
却
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改
定
は
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
の
先
に
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

補
足
す
れ
ば
、
二
〇
一
二
年
の
改
定
労
働
契
約
法
の
附
則
で
は
、
第

一
八
条
の
施
行
後
八
年
を
経
過
し
た
場
合
、
つ
ま
り
二
〇
二
一
年
四
月

に
、「
そ
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
つ
つ
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
」
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
官
民
と
も
に
こ
こ
が
頑
張

り
ど
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

賃
金
の
底
上
げ
と
、

職
務
評
価
に
基
づ
く
同
一
労
働
同
一
賃
金
へ
の
接
近

　

も
う
一
つ
は
、
賃
金
に
関
す
る
取
り
組
み
で
、
全
体
の
底
上
げ
と
同

一
労
働
同
一
賃
金
規
制
で
す
。

　

時
間
当
た
り
賃
金
が
一
〇
〇
〇
円
に
満
た
な
い
職
種
・
自
治
体
が
少

な
く
な
い
現
状
は
、
当
事
者
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
民
間
労

働
者
に
と
っ
て
も
問
題
で
す
。
非
正
規
公
務
員
の
賃
金
が
業
務
委
託
や

指
定
管
理
者
な
ど
民
間
へ
仕
事
が
発
注
さ
れ
る
際
の
賃
金
算
出
根
拠
と

し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
民
間
労
働
者
の
賃
金
に
直
接
的
に
影
響
を
与
え

る
か
ら
で
す
。
二
重
の
意
味
で
、
非
正
規
公
務
員
の
低
賃
金
を
放
置

　

詳
細
は
「
記
録
」
の
拙
稿
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
取
り

組
み
の
方
向
は
、
不
十
分
な
が
ら
も
先
行
す
る
民
間
部
門
に
追
い
つ
く

こ
と
、
そ
の
た
め
に
も
、
労
働
界
に
お
け
る
官
民
の
連
携
強
化
だ
と
考

え
ま
す
。

　

お
よ
そ
民
間
で
は
あ
り
得
な
い
―
公
務
員
の
世
界
の
出
来
事
を
揶

揄
す
る
際
に
こ
う
し
た
言
い
方
が
使
わ
れ
ま
す
が
、
非
正
規
公
務
員
の

任
用
・
扱
い
に
関
し
て
は
、
逆
に
、
民
間
の
非
正
規
雇
用
で
は
あ
り
得

な
い
こ
と
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
法
制
度
の
改
定
と
い
う
中
長
期
の

課
題
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
目
の
前
の
課
題
に
「
執
着
」
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
に
は
雇
用
の
安
定
で
、
仕
事
が
恒
常
的
で
あ
る
な
ら
期
間
に
定

め
の
な
い
無
期
雇
用
が
必
要
で
す
。

　

労
働
契
約
法
非
適
用
で
あ
る
公
務
の
部
門
で
は
、
勤
務
実
績
に
基
づ

く
能
力
実
証
で
可
能
と
な
る
再
度
の
任
用
回
数
・
年
数
を
可
能
な
限
り

延
ば
す
こ
と
や
、
公
募
制
の
導
入
を
阻
止
し
た
組
合
に
な
ら
っ
て
公
募

制
を
廃
止
す
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
勤
務
実
績
に
基
づ
く
能
力
実

証
だ
け
で
再
度
の
任
用
を
可
能
と
す
る
取
り
組
み
な
ど
が
短
期
的
な

課
題
と
な
り
ま
す
。
不
当
な
雇
い
止
め
は
許
さ
な
い
監
視
も
必
要
で
す
。

任
用
を
、
民
間
部
門
の
労
働
契
約
に
準
ず
る
も
の
と
み
な
す
法
制
度
の
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公
契
約
を
通
じ
た
賃
金
・
労
働
条
件
の
規
整

―
公
契
約
の
適
正
化

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
を
奇
貨
に
し
て
、
包
括
的
民
間
委

託
な
ど
、
い
っ
そ
う
の
民
間
化
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
総

務
省
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
も
、
民
間
委
託
の
推
進
等
を
通
じ
た
簡
素
で
効
率

的
な
行
政
体
制
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
の
課
題
は
、
直
接
雇
用
部
門
で
も
公
共
民
間
部

門
で
も
、
自
治
体
の
仕
事
に
従
事
す
る
人
た
ち
に
一
定
の
条
件
を
保
障

で
き
る
制
度
設
計
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
で
す
。
契
約
内
容
・
条
件

の
適
正
化
を
前
提
に
、
受
発
注
者
間
（
自
治
体
と
民
間
事
業
者
間
）
で
の

合
意
の
も
と
に
賃
金
・
労
働
条
件
の
「
規
整
」
を
図
る
公
契
約
条
例

が
必
要
で
す
。
し
か
し
そ
の
制
定
数
は
、
理
念
型
の
条
例
を
含
め
て
も
、

全
国
で
も
ま
だ
五
〇
超
程
度
に
と
ど
ま
る
よ
う
で
す
。

　

総
務
省
（
自
治
体
戦
略
二
〇
四
〇
構
想
研
究
会
、
地
方
制
度
調
査
会
）
の

動
き
に
示
さ
れ
る
と
お
り
、
新
た
な
段
階
に
さ
し
か
か
っ
た
と
さ
れ
る

地
方
行
政
改
革
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
の
も
と
で
、
公
務
の
担
い

手
の
雇
用
・
労
働
条
件
問
題
が
進
む
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

自
治
体
の
変
質
を
食
い
止
め
、住
民
の
暮
ら
し
や
仕
事
を
守
る
「
砦
」

に
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
研
究
会
」
関
係
者
が
報
告
す

る
ソ
ウ
ル
市
の
取
り
組
み
―
自
治
体
の
関
与
が
可
能
な
雇
用
を
軸
に

し
て
は
い
け
な
い
。
最
低
生
計
費
調
査
に
基
づ
く
全
国
一
律
の
最
賃

一
五
〇
〇
円
運
動
へ
の
結
集
が
必
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
全
体
の
底
上
げ
の
う
え
に
、
職
種
別
賃
金
規
制
を
設
け
る

こ
と
で
す
。
民
間
で
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
と
労
働
契
約
法
第

二
〇
条
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
受
け
継
ぎ
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期

雇
用
労
働
法
が
二
〇
二
〇
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
（
中
小
企
業
は

二
〇
二
一
年
四
月
）。
同
法
は
正
確
に
言
え
ば
、
同
一
企
業
内
に
お
け
る

正
規
職
員
と
非
正
規
職
員
の
間
の
不
合
理
な
格
差
を
禁
じ
た
も
の
で
す

が
、
欧
州
型
同
一
労
働
同
一
賃
金
運
動
、
す
な
わ
ち
、
職
務
評
価
に
基

づ
く
企
業
横
断
型
の
産
別
賃
金
運
動
を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
が
労

組
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
異
動
が
な
く
一
定
の
職
種
に
限
定
し
て
配

置
さ
れ
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
型
の
非
正
規
公
務
員
に
と
っ
て
、
職
務
評

価
は
な
じ
み
や
す
い
。
官
民
の
連
携
で
横
断
的
な
職
種
別
賃
金
規
制
へ

の
接
近
は
構
想
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
際
に
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
で
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
と
お
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
追
求
が
必
要
で
す
。
現
状
で
は
女

性
が
従
事
す
る
仕
事
は
不
当
に
低
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
性
に
中
立
的

な
職
務
評
価
が
不
可
欠
で
す
。
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し
な
が
ら
労
働
政
策
を
展
開
す
る
取
り
組
み
に
は
、
そ
の
点
で
学
ぶ
も

の
が
多
い
と
考
え
ま
す
。

労
働
者
の
組
織
化
と
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　

非
正
規
公
務
員
や
公
共
民
間
労
働
者
の
切
り
捨
て
を
放
置
し
て
い
て

は
、
以
上
に
述
べ
た
こ
と
は
実
現
し
ま
せ
ん
。
正
職
員
組
合
に
よ
る
組

織
化
が
不
可
欠
で
す
。
非
正
規
労
働
者
の
排
除
で
職
場
の
代
表
性
が
揺

ら
ぐ
も
と
で
の
集
団
的
労
使
関
係
の
再
構
築
は
、
労
働
界
全
体
の
課
題

で
す
。
公
務
労
組
の
悲
願
で
あ
る
労
働
基
本
権
の
回
復
と
い
う
課
題
も
、

そ
う
し
た
営
為
な
く
し
て
は
実
現
不
可
能
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
公

共
民
間
労
働
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
、発
注
者
側
に
立
つ
（
立
た
さ
れ
た
）

自
治
体
労
組
の
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

情
報
の
積
極
的
な
収
集
と
共
有
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
の
労
働
条
件
の
詳
細
が
記
さ
れ
た
内
規
や
、
自
治
体
発
注
の

仕
事
の
賃
金
情
報
（
賃
金
算
出
根
拠
・
水
準
）
が
即
座
に
思
い
浮
か
び
ま
す
。

労
働
組
合
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、行
政
の
監
視
役
で
あ
る
自
治
体
議
員
・

議
会
に
も
そ
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

新
た
な
非
正
規
公
務
員
制
度
の
施
行
を
目
前
と
す
る
い
ま
、「
な
く

そ
う
！
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い

主
な
参
考
文
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遠
藤
公
嗣 

編
著
（
二
〇
一
三
）『
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
を
め
ざ
す
職
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評
価
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官
製
ワ
ー
キ
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グ
プ
ア
の
解
消
』
旬
報
社

川
村
雅
則
（
二
〇
一
八a

）「
無
期
雇
用
転
換
運
動
と
公
共
部
門
に
お
け
る
規
範
性
の

回
復
運
動
で
、
貧
困
を
な
く
し
雇
用
安
定
社
会
の
実
現
を
」『
月
刊
全
労
連
』

第
二
五
七
号
（
二
〇
一
八
年
七
月
号
）

川
村
雅
則
（
二
〇
一
八b

）「
非
正
規
公
務
員
問
題
に
対
す
る
労
働
組
合
の
取
り
組
み

は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か
」『
生
活
協
同
組
合
研
究
』
第
五
一
二
号
（
二
〇
一
八

年
九
月
号
）

上
林
陽
治
（
二
〇
一
二
）『
非
正
規
公
務
員
』
日
本
評
論
社

上
林
陽
治
（
二
〇
一
五
）『
非
正
規
公
務
員
の
現
在

―
深
化
す
る
格
差
』
日
本
評
論

社

西
谷
敏
、
根
本
到 

編
（
二
〇
一
一
）『
労
働
契
約
と
法
』
旬
報
社

前
田
健
太
郎
（
二
〇
一
四
）『
市
民
を
雇
わ
な
い
国
家

―
日
本
が
公
務
員
の
少
な
い

国
へ
と
至
っ
た
道
』
東
京
大
学
出
版
会

き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
現
場
か
ら
の
働
き
方
改
革
を
社
会
的
労
働
運

動
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


